
　昨年の７月にＡＬＴとして西条市に引っ越し
てきた私は、登山靴もなく、高い山に登った経
験もないのに、石鎚山に登ることを決めました。
きっかけは、せっかく自然に囲まれ、天国に届
くほど高い石鎚山に登らないのはもったいない
と思ったからです。
　８月の山の日。ほかの新しいALTも誘い、
石鎚山へ。登り始めて途中、僕は休憩していた
ほかのALTより１時間早く登り進んでいまし
た。順調に進んでいたけど、鎖を使って登って
いるとき、足が震えているのに気付きました。
でも後ろには、ほかの登山者が続いていて、進
まなくてはいけない状態。「遅くてごめんなさ

い」と思いながら、勇気を振り絞って次の鎖の
方に足を振り続けました。最後の鎖をしっかり
握って、体中のありったけの力で引きました。
3時間で無事頂上にたどり着きました。
　「お疲れさまです」と前に座っていたおばあ
さんとおじいさんが、笑って声を掛けてくれま
した。景色を見ると、思わず「きれい」と、言
葉が出たことを覚えています。山々の果てしな
い豊かな緑色が広がり、ニューヨークでは絶対
に見られない景色でした。その後、写真をたく
さん撮って下山。石鎚山で見た景色は今でも心
に残っています。今後も、西条市に住んでいる
間にいろんなことを経験していきたいです。

今回のフレンド

初めての石鎚登山

（左）石鎚山頂上でＡＬＴ仲
間と記念写真　（中）国際交
流イベントで子どもたちと料
理をして交流　（右）西条ま
つりも楽しみました
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アンドリュー・タムさん
アメリカ・ニューヨーク出身、
ＡＬＴ（外国語指導助手）
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